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長率は電離圏の状態によって変化し、その値が増
大した場合に赤道プラズマバブルが頻繁に発生す
る傾向があることがわかってきましたが、下層大
気の影響を含めた研究はまだ行われていませんで
した。我々のグループは、GAIA の長期シミュレー
ションデータベース を用いて、プラズマバブル
の発生頻度が高かった 2011 年から 2013 年の期
間について、各日毎に R-T 不安定の線形成長率の
最大値を求め、観測データと比較しました。赤道
プラズマバブルはレーダーや全地球測位 システ
ム（GPS）の電波などを使って検出することがで
きますが、本研究では、インドネシア・コトタバ
ン（東経 100.32 度、南緯 0.2 度）にある赤道大
気レーダー（EAR）及び GPS の観測データから導
出されたものを用いました。観測精度や観測方向
の違いで、EAR と GPS で検出されたプラズマバ
ブル発生日は異なる場合がありますが、少なくと
もどちらかで一方で観測された日を「プラズマバ
ブルの発生日」としています。
    図２は、2012 年の各日における GAIA から導
出された線型成長率の最大値とプラズマバブルの
発生日を示したものです。概ね線形成長率が高い
日ほど、赤道プラズマバブルが発生しやすい傾向
があります。ヒストグラムにしてみるとその関係
がよりはっきりわかります（図３）。今回の結果
から、電離圏の R-T 不安定の線型成長率を用いる
ことによって地上の天気予報のような発生確率の
予報を行える可能性が見えてきました。ただし、
この手法はプラズマバブルの発生予測情報を与え
るもので、発生したプラズマバブルがどのくらい
の規模まで発達するか、そして日本周辺の中緯度

地域にまで伝搬してくるかどうかなどについての
情報は与えることができません。これに関しては、
GAIA の中にプラズマバブルを再現できる高分解
能電離圏モデルを含めるなどの研究を行っていく
予定です。

  （品川 裕之／情報通信研究機構）

この成果は、
Shinagawa, H., Y. Miyoshi, H. Jin, H. Fujiwara, T. 
Yokoyama, and Y. Otsuka (2018), Daily and seasonal 
variations in the l inear growth rate of the 
Rayleigh-Taylor instability in the ionosphere obtained 
with GAIA, Progress in Earth and Planetary Science, 
5:16 https://doi.org/10.1186/s40645-018-0175-8.
として出版されました。

図 2 :  GAIA で求められたインドネシア・コトタバン上空の電離圏における 2012 年の R-T 不安定の線形成長
率（黒の実線）。緑と赤の縦棒は、GPS（緑）と赤道大気レーダー（赤）によるプラズマバブル観測日を示す。

図 3 : GAIA で求められた R-T 不安定の線形成長率とプラズマバブル
が発生した日の割合の関係を示すヒストグラム。
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【派遣期間】 2018 年 4 月 10 日 〜 5 月 14 日 【派遣先】London, Oxford, Cambridge

   PSTEP A04 周期活動班の研究の一環として、本国際活動支援班のサポートを受け、2018 年4 月10 日〜

5月14 日の間、英国オックスフォード近郊のラザフォード・アップルトン研究所に滞在し、歴史文献による太

陽活動復元についての共同研究を行ないました。また、ロンドンの王立天文学会やケンブリッジ大学等の写本

室も訪れ、17 ～ 19 世紀の未公刊の観測記録群の調査を行いました。

ラザフォード・アップルトン研究所では、David Willis 博士、Matthew Wild 博士、Chris Scott 博士な

どと共同研究を行い、東アジアの新出文献と英国所蔵の観測記録を組み合わせ、キャリントン・イベントの

13 年後の 1872 年の宇宙天気イベントの研究を行い、当イベントがオーロラオーバルの広がり方ではキャリ

ントン・イベントに匹敵するものであったことを検証するなど、過去の宇宙天気イベントと宇宙気候の変遷の

復元を進めつつあります。

   また、王立天文学会とケンブリッジ大学図書館では 17 ～ 19 世

紀の未公刊の観測記録群の調査を行い、太陽活動極小期近辺での未

報告の黒点やオーロラ、磁力観測についての記録の閲覧・複写を行

いました。事前に所蔵目録を精査していたことにより、効率良い調

査が行えた一方、依然多くの史料が未調査のまま残されていること

も判明しました。今後もラザフォード・アップルトン研究所との共

同研究を続けながら、未公刊史料の精査を集中的に行い、より長期

での太陽活動の復元の基礎にしていければと考えております。

ラザフォード・アップルトン研究所での共同研究、

王立天文学会・ケンブリッジ大学所蔵写本の史料調査

早川 尚志
大阪大学

国際活動支援班活動報告 派 遣 

PSTEPメンバー紹介 ＞＞ PSTEP を推進している研究者の素顔を紹介します。

Q. 好きなアーティストは ?
A. いきものがかり
Q. マイブームは ?
A. 料理 ( 希望 )
Q. あなたの趣味は ?
A. ドライブです。

岩井 一正

名古屋大学

 Iwai　　  Kazumasa

　今まで太陽物理学や電波天文学の分野で活動してきました。電波望遠鏡や電波観測機を開発したり、新しい観測手法や

較正手法を考案したり、それらを用いて太陽から惑星間空間にかけての環境を遠隔探査することが主な研究内容です。現

在は、名古屋大学宇宙地球環境研究所 ( ISEE ) で太陽風を電波で観測しています。PSTEP では、サマースクールの校長

をさせていただいたことが大きな思い出です。ご参加いただいた皆様、ご協力いただいた皆様には改めて御礼申し上げま

す。私自身、大変勉強になりました。

　現在は PSTEP A02 太陽嵐班の公募研究として、名古屋大学の電波望遠鏡による太陽風観測データを応用した、新し

い太陽嵐の到来予報システムの開発を進めています。太陽風は希薄なため、それ自体が発する電波が観測されることはあ

りませんが、太陽風の密度ゆらぎによって電波が散乱されます。そのため、遠くの天体から来る電波を観測していると、そ

の手前を太陽嵐に伴う強い太陽風の擾乱が通過するときに電波が散乱される現

象（惑星間空間シンチレーション：IPS）が観測されます。PSTEP で開発している

予報システムでは、まず磁気流体シミュレーションを用いて様々な条件で惑星間

空間を伝搬する太陽嵐を再現し、ここから地球で観測されるべき電波の散乱の程

度を計算します。その計算結果を実際の電波観測結果と比較すれば、どの条件が

正しいのか検証することができるのです。この検証をリアルタイムで行えば、太

陽嵐の地球への到来予測を大幅に向上させることができると期待されています。 研究中の様子（研究所：自室にて）
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